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令
和
４
年
第
１
回
定
例
会

に
お
い
て
、各
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
が
次
の
と

お
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　

◎
星
野
初
英

　

〇
服
部　

隆

　
　

宮
本
秀
樹

　
　

大
野
佳
美

　
　

諸
岡
周
示

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　

◎
髙
橋　

稔

　

〇
髙
橋
利
彰

　
　

牧
山
龍
雄

　
　

佐
川
洋
司

　
　

山
本　

豊

議
会
運
営
委
員
会

　

◎
宮
本
秀
樹

　

〇
星
野
初
英

　
　

大
野
佳
美

　
　

服
部　

隆

　
　

髙
橋　

稔

　
こ
の
度
、
令
和
４
年
第
１
回
定
例

会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
改
め
ま
し
て
、
そ
の
職
責

の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
長
と
し

て
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
議
会
は
、
創
意
工
夫
と
努
力
を
積

み
重
ね
る
と
と
も
に
、
二
元
代
表
制

の
も
と
行
政
に
対
す
る
監
視
機
能
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
、
政
策
立
案
能

力
を
高
め
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て

町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応
え
、
信

頼
さ
れ
る
町
議
会
と
し
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
民
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
高
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
感
染
再
拡
大
の

不
安
も
つ
き
ま
と
い
、
依
然
と
し
て

町
民
生
活
、
経
済
活
動
な
ど
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
町
と

し
て
も
万
全
な
対
策
に
努
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
国
か
ら
「
過
疎

地
域
」
の
指
定
を
受
け
、
目
標
等
を

定
め
た
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
そ
の
計
画
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
国
か
ら
有
利
な
財
政
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
様
々

な
課
題
に
対
し
対
応
、
か
つ
的
確
な

施
策
が
実
現
で
き
る
よ
う
議
会
と
執

行
機
関
と
の
真
摯
な
議
論
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ど
う
ぞ
今
後
と
も
河
内
町
議
会

に
対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
副
議
長

と
い
う
要
職
に
就
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
は
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す

と
と
も
に
、
そ
の
使
命
と
職
責
の
重
大
さ
を

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
防
災
対
策
な
ど
、
本
町
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
牧
山
議
長
の
も
と
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
、
町
議
会
と
し
て

役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
方
の
温
か
い
ご
支
援
と

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議 長
牧山 龍雄

副議長
諸岡 周示

議
会
議
員
構
成

議
会
議
員
構
成

◎
委
員
長　
〇
副
委
員
長

正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
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　３月９日から３月１６日までの８日間の会期で開かれた定例会において、提出された条例制定
及び改正等１２件、補正予算・新年度予算について審議されました。
　その結果についてお知らせします。

令和４年

第 １ 回 河 内 町 議 会 定 例 会

◆ 議案の内容と結果 ◆◆ 議案の内容と結果 ◆ 審議結果
（賛成：反対）

議案第１号 河内町産業観光交流拠点施設の設置及び管理等に関する条例の制定について
原案可決
（９：０）河内町産業観光交流拠点施設の設置に伴い、当該施設の管理運営に関して本条

例を制定するもの

議案第２号 河内町課設置条例等の一部を改正する条例
原案可決
（９：０）住民サービスの向上と事務事業の効率化を図るため、河内町課設置条例等の一

部を改正するもの

議案第３号 河内町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
原案可決
（９：０）令和３年８月の人事院勧告等を踏まえ、関係法令等が閣議決定されたことに伴

い、本条例の一部を改正するもの

議案第４号 河内町特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例

原案可決
（９：０）令和３年８月の人事院勧告を踏まえた一般職の給与改定に伴う特別職の給与改

定及びつつみ会館運営審議委員会委員の報酬を改めるため、本条例の一部を改
正するもの

議案第５号 河内町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
原案可決
（９：０）令和３年８月の人事院勧告を踏まえ、関係法律等が閣議決定されたことに伴い、

本条例の一部を改正するもの

議案第６号 河内町税条例の一部を改正する条例
原案可決
（９：０）固定資産税の納期前納付に対する報奨金制度について、本制度を廃止するため、

本条例の一部を改正するもの

議案第７号 河内町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
原案可決
（９：０）令和４年度から国民健康保険税の賦課方式及び税率を改めるため、本条例の一

部を改正するもの
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※議長は可否同数のとき以外は表決に加わりません。

議案第８号 稲敷市，稲敷郡町村及び一部事務組合公平委員会規約の読点の表記を改める規
約の制定について 原案可決

（９：０）稲敷市，稲敷郡町村及び一部事務組合公平委員会規約の読点の表記を改めるた
め、議会の議決を求めるもの

議案第９号 令和３年度河内町一般会計補正予算（第７号）
原案可決
（９：０）歳入歳出予算の総額から 159,668 千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞ

れ 5,200,097 千円とするもの

議案第10号 令和３年度河内町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
原案可決
（９：０）歳入歳出予算の総額に 200,000 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

1,364,991 千円とするもの

議案第11号 令和３年度河内町介護保険特別会計補正予算（第４号）
原案可決
（９：０）歳入歳出予算の総額に 29,766 千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

1,293,612 千円とするもの

議案第12号 令和３年度河内町下水道事業特別会計補正予算（第４号）
原案可決
（９：０）歳入歳出予算の総額から 11,843 千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

342,666 千円とするもの

議案第20号 公の施設に係る指定管理者の指定について
原案可決
（９：０）河内町産業観光交流拠点施設に係る指定管理者をまちづくり河内株式会社に指

定するにあたり、議会の議決を求めるもの

議案第21号 町有財産（旧長竿小学校）無償貸付の変更契約について

原案可決
（９：０）平成 28 年８月８日議決議案第３号町有財産（旧長竿小学校）の無償貸付につい

て、変更契約を締結するため、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 96 条
第１項第６号の規定に基づき、議会の議決を求めるもの

議案第22号 訴えの提起について

原案可決
（９：０）町が管理する土地に構築物や土砂を設置し、不法に占用している者に対する構

築物等妨害排除請求について、地方自治法第 96 条第１項第 12 号の規定により
議会の議決を求めるもの

議案第23号 旧みずほ小学校体育館及びプール解体工事請負契約について

原案可決
（９：０）令和４年２月 25 日に一般競争入札に付した工事について、請負契約を締結する

ため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条
の規定に基づき、議会の議決を求めるもの
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以
上
、
７
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
９
日
、

10
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
全
委
員
出
席
の
も

と
委
員
会
を
開
催
し
、
各
担
当
課
長
の
出
席

を
求
め
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
、

付
託
さ
れ
た
案
件
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
が
審
査
の
結
果
で
あ
り
ま
す
が
、
当

局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
審
査
の
過
程
で
委

員
各
位
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
質
疑
、
意
見
等

に
つ
い
て
十
分
に

意
を
用
い
ら
れ
事

務
の
執
行
に
当
た

ら
れ
る
よ
う
申
し

上
げ
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
の
審

査
報
告
を
終
わ
り

ま
す
。

　
令
和
４
年
３
月
16
日

　
　
　
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長

星
野　
初
英

　

去
る
、
３
月
９
日
開
会
さ
れ
ま
し
た
令
和
４
年
第
１
回
河
内
町
議
会
定
例
会
に
お

き
ま
し
て
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
案
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会  

審
査
報
告

審
査
報
告

議案第 13 号 令和４年度河内町一般会計予算
議案第 14 号 令和４年度河内町国民健康保険特別会計予算
議案第 15 号 令和４年度河内町介護保険特別会計予算
議案第 16 号 令和４年度河内町介護サービス事業特別会計予算
議案第 17 号 令和４年度河内町後期高齢者医療特別会計予算
議案第 18 号 令和４年度河内町下水道事業特別会計予算
議案第 19 号 令和４年度河内町水道事業会計予算

令
和
４
年
度
予
算
を
可
決

令
和
４
年
度
予
算
を
可
決

会　計　名 令和４年度予算額 前年度増減率（％）

一 般 会 計 51 億　23万円 12.5

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 11 億 3,666 万円 －2.3

介 護 保 険 12 億　953 万円 0.9

介護サービス事業 1,107 万円 16.1

後 期 高 齢 者 医療 1億 3,044 万円 0.3

下 水 道 事 業 3億 3,106 万円 －2.4

水道事業会計

収 益 的 収 入 2億 8,554 万円 4.3

収 益 的 支 出 2億 8,554 万円 4.3

資 本 的 収 入 0円 0.0

資 本 的 支 出 8,336 万円 －3.7
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Ｑ　

町
内
の
消
火
栓
の
新
設
及
び
修
繕
等

に
つ
い
て
は
町
が
負
担
し
て
い
る
の

か
。

Ａ　

新
設
に
つ
い
て
は
、
町
が
８
割
補
助

で
残
り
２
割
は
各
小
隊
の
負
担
で

す
。
修
繕
に
つ
い
て
は
、
全
額
町
負

担
で
す
。
な
お
、
可
搬
ポ
ン
プ
に
つ

い
て
は
町
負
担
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

過
疎
債
に
つ
い
て
ど
れ
く
ら
い
の
金

額
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ　

５
年
間
で
総
額
20
億
円
程
度
と
考
え

て
い
ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
に
12
億

円
程
度
の
過
疎
債
充
当
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
等
の
公
共

施
設
等
へ
の
充
当
も
検
討
し
て
い
ま

す
。

Ｑ　

ふ
る
さ
と
寄
付
の
返
礼
品
等
に
つ
い

て
。

Ａ　

提
供
し
て
い
る
会
社
は
７
社
あ
り
、

返
礼
品
の
申
し
込
み
が
多
い
順
に
、

米
の
割
合
が
44
％
、
肉
が
30
％
で
す
。

Ｑ　

葬
祭
費
に
つ
い
て
。

Ａ　

国
保
で
は
毎
年
30
人
分
（
１
人
５
万

円
）
の
１
５
０
万
円
を
計
上
し
て
お

り
、
足
り
な
け
れ
ば
補
正
で
対
応
し

ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
（
75
歳

以
上
の
方
と
65
歳
以
上
で
障
害
認
定

を
受
け
た
方
）
に
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
５
万
円
の
葬
祭

費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

稲
敷
地
域
の
小
児
救
急
医
療
輪
番
制

及
び
病
院
群
輪
番
制
と
、
休
日
診
療

の
違
い
は
。

Ａ　

稲
敷
地
域
の
病
院
が
、
輪
番
制
方
式

に
よ
り
休
日
夜
間
の
救
急
搬
送
に
対

応
で
き
る
医
療
体
制
を
と
っ
て
い

る
。
救
急
車
に
限
ら
ず
個
人
で
行
く

こ
と
も
可
能
。
一
方
、
休
日
診
療
は

医
師
会
で
実
施
し
て
い
る
当
番
制
の

診
療
で
休
日
の
日
中
の
み
行
な
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ　

農
業
用
機
械
導
入
支
援
補
助
金
に
つ

い
て
。

Ａ　

新
規
事
業
で
あ
り
、
対
象
者
は
認
定

農
業
者
、
認
定
新
規
就
農
者
、
人
農

地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
中
心

経
営
体
と
な
り
、
補
助
率
は
10
分
の

３
、
上
限
を
50
万
円
と
し
て
お
り
、

３
ヶ
年
事
業
と
し
て
実
施
予
定
で

す
。
た
だ
し
、
国
・
県
の
補
助
事
業

の
採
択
を
受
け
た
者
は
、
３
年
を
経

過
し
、
目
標
を
達
成
し
た
も
の
が
対

象
と
な
る
予
定
で
す
。

Ｑ　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
費
と

は
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
か
。
１
件

当
た
り
い
く
ら
位
か
か
る
の
か
。

Ａ　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
料
で
１
件
当
た
り
約
１
万
円
で

す
。
１
件
は
１
か
月
分
で
あ
り
毎
月

請
求
が
あ
り
ま
す
。
年
間
で
１
人
あ

た
り
約
12
万
円
で
す
。
た
だ
し
、
計

画
作
成
以
外
に
も
医
療
機
関
と
の

連
絡
調
整
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
検

討
、
課
題
の
把
握
な
ど
多
様
な
役
割

を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
で
開

催
さ
れ
た
委
員
会
で
の
質
疑
を
一
部

紹
介
し
ま
す
。

予
算
審
査

予
算
審
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

質質  

疑疑

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

　

３
月
30
日
、
町
村
議
会
議
員

（
20
年
以
上
在
籍
）
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
発
展

に
寄
与
し
た
功
績
に
対
し
、
茨
城

県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
か
ら
福

智
正
之
元
議
員
に
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

町
村
自
治
功
労
者

町
村
自
治
功
労
者

表表  

彰彰  

式式

令
和
３
年
度



7 河内町議会だより

農
業
者
支
援
に
つ
い
て

議
員　

担
い
手
確
保
を
含
め
た
今
後
の

農
業
者
に
補
助
金
制
度
の
拡
充
を
し
て

ほ
し
い
が
、
補
助
申
請
す
れ
ば
誰
で
も

受
け
ら
れ
る
の
か
、
担
い
手
が
従
事
す

る
面
積
や
年
齢
、
取
組
内
容
は
関
係
す

る
の
か
。

経
済
課
長

　
担
い
手
の
確
保
の
状
況
は
、
２
０
２
０

年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
農
業
従
事
者
数
、

５
年
前
の
７
２
６
人
か
ら
６
１
７
人
へ
と

１
０
９
人
減
、
割
合
と
し
て
約
15
％
減
少

の
状
況
。
経
営
面
積
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満

の
農
業
者
が
全
体
の
約
８
割
を
占
め
て
お

り
、
中
小
規
模
の
農
業
者
に
対
す
る
支
援

が
必
要
と
考
え
る
。
町
で
は
来
年
度
よ
り

農
業
用
機
械
等
の
導
入
に
係
る
支
援
事
業

の
実
施
を
予
定
、
当
初
予
算
に
も
所
要
額

の
１
，
２
５
０
万
円
を
計
上
。
支
援
事
業

は
今
後
３
か
年
を
目
途
に
継
続
し
て
行

い
、
地
域
農
業
を
支
え
る
農
業
者
に
幅
広

く
御
活
用
い
た
だ
き
、
農
業
従
事
者
の
減

少
に
も
歯
止
め
を
か
け
な
が
ら
農
業
経
営

の
安
定
化
、
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
事
業
の
概
要
は
、
補
助
の
対
象
者
は
町

内
に
住
所
を
有
す
る
認
定
農
業
者
や
新
規

就
農
者
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け

ら
れ
た
中
心
経
営
体
で
あ
り
、
国
や
県
の

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
方
は
事
業
目
標

の
達
成
、
交
付
年
度
か
ら
３
年
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
予
定
。
農
業

経
営
の
面
積
規
模
や
農
業
者
の
年
齢
制
限

は
設
け
ず
、
導
入
す
る
農
業
用
機
械
等
の

耐
用
年
数
相
当
の
期
間
、
営
農
を
続
け
る

意
思
を
確
認
す
る
。
補
助
割
合
及
び
補
助

金
の
額
は
、
農
業
用
機
械
等
の
導
入
に

係
る
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
３
以
内
、

50
万
円
を
限
度
、
運
搬
用
ト
ラ
ッ
ク
や

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
汎
用
性
が
高
く

農
業
の
用
途
以
外
に
も
使
用
で
き
る
機
械

は
対
象
外
。

　
事
業
を
進
め
る
に
当
た
り
、
事
業
採
択

の
要
件
に
係
る
経
営
面
積
の
拡
大
や
販
売

金
額
の
増
加
、
経
営
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど

の
目
標
を
達
成
す
る
仕
組
み
も
取
り
入

れ
、
担
い
手
の
確
保
、
育
成
と
と
も
に
、

農
作
業
の
効
率
化
や
生
産
性
の
向
上
に
も

つ
な
が
る
効
果
的
な
支
援
事
業
に
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

世
界
情
勢
が
不
安
定
の
中
で
燃

料
や
肥
料
が
高
騰
し
、
昨
年
か
ら
米
が

１
万
円
を
切
り
今
後
の
継
続
に
は
不
安

が
あ
る
が
、
勉
強
会
な
ど
の
開
催
や
新

規
に
取
り
組
む
人
等
へ
何
か
支
援
は
で

き
な
い
か
。

一
般
質
問

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
１
名
の
議
員
が

町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
要
旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
長

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
法
定
化
の
策
定
ま

で
に
今
後
３
年
間
の
準
備
期
間
を
要
し
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
町

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
策
が
行
え

る
か
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
新
し

く
就
農
す
る
方
、
若
手
の
担
い
手
の
育
成

を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
、
勉
強
会
等
を

開
催
し
、農
業
委
員
会
、Ｊ
Ａ
、土
地
改
良
、

県
、
中
間
管
理
機
構
等
も
交
え
な
が
ら
協

議
、
問
題
提
起
を
し
て
い
た
だ
き
、
町
で

で
き
る
支
援
策
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
中
で
も
大
事
な
こ
と
は
、
情
報
共
有
、

市
場
調
査
、
先
進
地
の
視
察
等
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
進
め
る
た
め
に
や
っ
て
い
く
。

　
稲
作
の
集
積
化
、
Ａ
Ｉ
を
含
め
た
機
械

化
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、
米
以
外
の
農
作
物
、

ブ
ラ
ン
ド
化
も
含
め
た
様
々
な
取
組
を
、

農
家
の
皆
さ
ん
が
自
立
し
て
食
べ
て
い
け

る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。
補
助
金
に

は
限
度
が
あ
る
た
め
、
や
は
り
創
意
工
夫

も
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム

育
成
事
業
で
、
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
集

積
化
を
達
成
さ
れ
た
が
、
農
業
が
生
き
残

る
た
め
に
も
、
国
や
県
か
ら
の
支
援
を
受

け
て
集
積
、
Ａ
Ｉ
の
機
械
導
入
も
進
め
、

モ
デ
ル
事
業
も
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

県
の
支
援
や
様
々
な
団
体
、
町
の
経
済
課

諸岡 周示
 議員
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も
含
め
、
ど
う
し
た
ら
農
業
が
生
き
残
っ

て
い
け
る
か
を
早
急
に
考
え
、
皆
様
に
も

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
出
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
先
の
見
え
る
農
業
の
支
援
を
し
て

い
き
た
い
。

庁
舎
機
能
と
そ
の
改
善

に
つ
い
て

議
員　

庁
舎
内
の
職
場
環
境
は
、
非
常

に
悪
い
と
感
じ
て
い
る
。
今
ま
で
行
っ

た
改
善
策
、
こ
れ
か
ら
の
改
善
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　

役
場
本
庁
舎
は
昭
和
44
年
に
建
築
さ

れ
、
既
に
50
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
。

施
設
管
理
の
問
題
と
し
て
行
政
事
務
の
執

務
ス
ペ
ー
ス
や
共
用
の
会
議
室
等
も
不
足

し
、
設
備
等
の
老
朽
化
が
進
み
、
修
繕
費

や
光
熱
費
等
の
維
持
管
理
費
の
負
担
も
大

き
い
。
役
場
本
庁
舎
は
平
成
23
年
に
耐
震

補
強
工
事
を
行
っ
た
が
、
今
後
発
生
が
想

定
さ
れ
る
茨
城
県
南
部
の
プ
レ
ー
ト
境
界

地
震
や
首
都
直
下
地
震
等
、
町
の
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
て
防
災
拠
点
と
し
て
の

機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
か
が
懸
念
さ

れ
る
。

　
町
は
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
防
止
対
策
及
び
職
員
の
福
利

厚
生
等
の
観
点
か
ら
、
役
場
本
庁
舎
の
２

階
会
議
室
等
が
利
用
さ
れ
て
い
な
い
時
間

帯
に
職
員
の
食
事
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
開
放
す
る
な
ど
、
少
し
で
も
有
効
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
令
和
４
年
４
月
、

役
場
本
庁
舎
内
の
旧
空
調
室
を
事
務
室
と

し
て
改
修
し
第
２
分
庁
舎
の
企
画
財
政
課

が
移
転
、
役
場
本
庁
舎
北
側
に
あ
る
Ｎ
Ａ

Ａ
茨
城
地
域
相
談
セ
ン
タ
ー
が
、
既
存
の

か
わ
ち
直
販
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
て
町
産

業
観
光
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
施
設
内
へ
移
転
予
定
。
そ
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
職
員
の
休
憩
室
や
住
民
の
方
等

と
の
相
談
室
、
業
務
の
打
合
せ
等
に
活
用

す
る
こ
と
を
検
討
中
。

議
員　

過
去
に
行
わ
れ
た
新
庁
舎
検
討

庁
内
会
議
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

は
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た
か
。
新

庁
舎
建
設
に
な
る
と
大
き
な
財
政
負
担

が
伴
う
た
め
、
外
部
の
有
識
者
等
も
含

め
た
新
庁
舎
検
討
委
員
会
を
早
期
に
設

置
し
た
ら
ど
う
か
。

総
務
課
長

　
町
は
現
在
の
手
狭
で
老
朽
化
し
た
役
場

本
庁
舎
の
現
状
を
踏
ま
え
、
課
題
を
整
理

し
、
新
庁
舎
整
備
を
含
め
た
総
合
的
な
検

討
を
行
う
た
め
に
、
平
成
30
年
度
に
課
長

等
の
管
理
職
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
新
庁

舎
検
討
庁
内
会
議
を
設
置
し
、
管
理
職
員

か
ら
若
手
職
員
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の

職
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

　
管
理
職
員
に
よ
る
新
庁
舎
検
討
庁
内
会

議
及
び
若
手
職
員
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
新

庁
舎
整
備
に
つ
い
て
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
の
拠
点
と
な
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
利
用
者
の
利
便
性
、
防
災
拠
点
等
の

複
合
的
な
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
総
合

的
に
、
新
庁
舎
庁
内
会
議
等
の
検
討
で
は
、

職
員
の
福
利
厚
生
施
設
等
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
意
見
も
出
た
。

　
町
は
新
庁
舎
検
討
庁
内
会
議
の
検
討
結

果
を
踏
ま
え
て
、
外
部
の
有
識
者
等
も
踏

ま
え
た
町
新
庁
舎
検
討
委
員
会
の
設
置
を

予
定
し
て
い
た
が
、
認
定
こ
ど
も
園
の
統

合
実
施
に
向
け
た
事
業
等
の
検
討
を
先
行

す
る
こ
と
と
な
り
、
現
時
点
で
は
新
庁
舎

整
備
に
係
る
具
体
的
な
事
業
計
画
等
は
作

成
さ
れ
て
い
な
い
。

町
長

　
平
成
31
年
４
月
作
成
の
新
庁
舎
検
討
庁

内
会
議
意
見
案
は
、
現
状
で
の
課
題
、
新

庁
舎
の
規
模
、
事
業
費
、
建
設
の
位
置
、

財
源
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に

整
理
を
し
、
令
和
４
年
度
中
に
外
部
の
有

識
者
も
含
め
た
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
50
年
以
上
経
過
し
て
い
る
建
物
で
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
上
で
も
非
常
に
不
便

な
こ
と
も
あ
り
、
水
害
や
地
震
、
大
規
模

な
災
害
時
に
機
能
不
全
等
に
陥
ら
な
い
た

め
に
も
早
急
に
計
画
立
案
す
る
こ
と
が
大

事
。
住
民
へ
の
意
識
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト

等
も
参
考
に
し
な
が
ら
理
解
度
を
少
し
ず

つ
深
め
て
い
く
こ
と
は
大
事
で
あ
り
、
令

和
４
年
度
中
に
は
前
進
さ
せ
て
い
き
た

い
。
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過
疎
指
定
に
つ
い
て

議
員　

町
は
４
月
か
ら
過
疎
地
域
指
定

に
な
る
こ
と
で
交
付
税
措
置
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
国
に
提
出
す
る

事
業
計
画
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
し
て
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

町
長

　
過
疎
対
策
事
業
債
は
市
町
村
計
画
に
基

づ
き
行
う
事
業
で
あ
り
、
そ
の
財
源
を
基

に
特
別
に
発
行
が
認
め
ら
れ
た
地
方
債
で

充
当
率
１
０
０
％
。
そ
の
元
利
償
還
金
の

70
％
を
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
５
，
２
０
０
億
円
の
予
算

規
模
で
、
全
国
の
過
疎
地
域
へ
財
源
が
配

ら
れ
る
。

　
町
で
は
、
各
課
で
必
要
と
さ
れ
る
事
業

内
容
を
精
査
、
検
討
し
、
企
画
財
政
課
と

調
整
し
な
が
ら
方
向
性
を
き
ち
ん
と
説
明

し
、
優
先
順
位
を
決
め
て
必
要
と
さ
れ
る

施
設
等
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
令
和
４

年
度
は
、
新
設
の
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設

に
財
源
充
当
し
、
そ
の
後
、
旧
直
販
セ
ン

タ
ー
の
解
体
、
建
設
工
事
等
も
進
め
て
ま

い
り
た
い
。
町
道
の
整
備
事
業
、
公
民
館

の
老
朽
化
に
伴
う
新
築
や
建
て
替
え
、
農

業
振
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も
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貴
重
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財
源
で
あ
り
、

よ
り
有
効
的
に
進
め
る
こ
と
を
皆
様
に
も

御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

日時　　令和４年７月３日（日）午後２時から

場所　　農村環境改善センター 多目的ホール

内容　　①議会のしくみ等について
　　　　②常任委員会からの報告
　　　　③予算審査特別委員会からの報告
　　　　④町民の皆さんとの意見交換

申込　　不要
　　　　（※ご質問がある場合は、事前に議会事務局までお知らせいただけると幸いです。）

　河内町議会では、議会活動に関する情報を公開するとともに、町民に対する説明責任を
果たし、町民の意見を議会活動に反映させるため、このたび、初めての議会報告会を開催
します。

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、開催を見合わせる場合もあります。

議会報告会開催 の お知らせ
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傍 聴 して

みませんかみませんか

議会議会をを

議会はどなたでも傍聴することができます。
定例会は原則、３月・６月・９月・１２月に開催されます。

詳しくは、議会事務局までお問合せ下さい。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、役場庁舎１階ロビー

または２階会議室のモニターでの傍聴となる場合がございます。

☎ 0297-84-2111　内線 201

この議会だよりは、会議で行われた内容を要約してお知らせしております。詳しくは、町のホームページ

にある河内町議会より会議録をご覧ください。また、議会に関するその他の情報もご覧いただけます。 

URL　http://www.town.ibaraki-kawachi.lg.jp/gikai/index.html 

なお、議会会議録は、公共施設（役場、福祉センター、農村環境改善センター、つつみ会館）にもあり

ますのでご覧ください。 

◆ 議長及び議員の主な動向 ◆ 令和４年 2 月から令和４年４月

✿❀✿　２月　✿❀✿

14日
稲敷地方広域市町村圏事務組合定例会
龍ケ崎地方衛生組合全員協議会

15日 茨城県日中友好協会新春交流会

17日
議員研修会
議会全員懇談会

18日 龍ケ崎地方塵芥処理組合定例会

22日
予算内示会
議会運営委員会

25日
例月出納検査
龍ケ崎地方衛生組合定例会

✿❀✿　３月　✿❀✿

９日
第１回定例会開会
予算審査特別委員会
議会全員懇談会

10日 予算審査特別委員会

16日 第１回定例会閉会

25日 例月出納検査

30日 町村自治功労者表彰式

✿❀✿　４月　✿❀✿

17日
産業観光交流拠点施設「かわち夢楽」オープ
ニングセレモニー
消防団新入団員任命書交付式

20日 議員研修会
議会運営委員会

22日 市町村長・市町村議会議長会議

26日
議会運営委員会
広報委員会
例月出納検査

28日
小中学校再利活用審議委員会
スポーツ協会総会

※ほか、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に
より、公務が中止、延期もしくは開催規模が縮小
されました。


